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究では lKでの転移の起源を調べ，かっ，重い電子系の基底状態に関する知見を得ることを目的として， UCUsの Cu核の
核磁気共鳴 (NMR) および核四重極共鳴 (NQR) の実験を行った。 UCUsの結晶構造は立方晶の C15b型であり U は
FCC格子を組む。また， Cu は結晶学的に異なる 2つのサイト(立方対称と三回対称)を持つが，両サイトに対して詳
しい測定を行った。測定は常磁性状態， 15Kから lKの反強磁性状態， lK以下の未知の状態のすべてに対して行った。常
磁性状態で NQR スペクトル，両サイトのナイトシフト，および， NQR を用いたスピン格子緩和時間の測定を行った。
15K から lK，および lK以下の状態に対しては磁場中およびゼロ磁場の両方でスペクトル測定を行った。その結果， lK 
以下の状態は別の反強磁性状態であることが明らかになった。 15K以下に対しては立方対称のサイトの共鳴を用いて
ゼロ磁場でスピン格子緩和時聞を測定した。磁場スペクトルの解析から 15Kから lKの状態に対して non -collinear 
な 4q構造を初めて提唱した。これは Murasik らが中性子回折に基づいてすでに提唱していたものとは異なるが， NMR 
















15K以下lK までの磁気構造としてはすでに中性子線回折でコリニアーな lq スピン構造が提案されていたが，この研





次に， lK以下の相転移はコリニアーな lq構造への転移であることを明らかにした。この磁気構造は lK以上と同じ超
微細結合定数を使ってNMRの結果を矛盾なく説明できる。また lK以下でスピン励起にギャップが生じること，さら
に電場勾配が大きく変化することを観測している。ギャップ生成や電場勾配の変化などの機構解明にはなお一層の研
究を必要とするが本研究は多彩な重い電子系物質の中で特異な位置を占める UCUsについてその性質を明らかにし，重
い電子系研究に重要な寄与をもたらしたものであり学位諭文として十分に価値あるものと認められる。
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